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経済学研究　61(1・2)
北海道大学　2011. 9

Atchison, Topeka and Santa Fe 
鉄道会社の複会計システム

春 日 部　光 紀

Ⅰ　序

　複会計システム（double account system，以
下，複会計と表記）は，形式上，貸借対照表を
固定区分である資本勘定と流動区分である一般
貸借対照表に分割し，収益勘定（損益計算書）を
あわせた 3表を基本財務諸表として公表する特
異な財務報告体系である。18 世紀前半にイギ
リス運河・鉄道会社で生成した複会計は，1868
年の制度化をへて，水道・ガス会社等の公益事
業会社を中心に普及していった1）。
　一方，南北戦争以降のアメリカ鉄道は，飛躍
的な工業化を反映して急速に拡大していった。
また 1850 年代以降は，州政府による鉄道経営
の行き詰まりや自由企業礼賛の風潮が高揚し，
鉄道業は私企業的形態に変化していった2）。その
結果として，鉄道会社間の競争は過度に激化し，
路線の新設，他鉄道会社の吸収・合併，運賃競
争（差別運賃政策），政治家や裁判官の買収等，
あらゆる手段が利用された。鉄道会社は，独自
の大規模な「鉄道システム」（railway system）
を形成することで競争への対応を画策したが3），

1） 複会計は，第 2次大戦後の労働党政権による公益
事業国有化政策（千葉準一『英国近代会計制度－そ
の展開過程の探求－』中央経済社，1991 年，141
ページ）や 1948 年会社法の成立（Edgar Jones, Ac-
countancy and the British Economy, 1840-1980: 
the Evolution of Ernst & Whinney, London: B.T. 
Batsford, 1981, p.32）により，漸次廃止されていった。

2） 小澤治郎『アメリカ鉄道業の展開』ミネルヴァ書
房，1992 年，7ページ。

3） 佐合紘一『企業財務と証券市場－アメリカ株式会

そのための社債や水割り株式の発行による弾力
的な財務政策は，固定費の負担を一層増大させ，
財務健全性を脆弱にしていった。
　アメリカ鉄道会社は，物的面だけでなく，列車
の運行や管理方法等，多くの技術・知識をイギリ
スから吸収した。この時期，イギリスの会計実務
もアメリカに多大な影響を与えたと考えられる。
　既存研究では，アメリカ鉄道会社の複会計に
ほとんど言及しておらず，充分に解明されてこ
なかった4）。しかしながら，実際の年次報告書を
検討すると，特に 1893 年恐慌を契機として，
倒産鉄道会社の再建後第 1期に複会計を採用し
ていたと考えられる事例が散見される。本稿で
は，アメリカ巨大鉄道会社の年次報告書を俎上
にのせ，複会計の実態を分析する。併せて，再
建後第 1期には，複会計と同時に連結会計を導
入していたと考えられることから，その実態と
両者の関係を検討していく。

Ⅱ　Atchison, Topeka and Santa Fe Ry. Co.5）

　の複会計

　１．概要
　Cyrus K. Holiday は，1859 年に Kansas 州の

社金融の成立－』同文舘，1986 年，50 ページ。
4） 複会計の既存研究に関しては，拙稿「アメリカ鉄
道会社における複会計システム」『経済学研究』
北海道大学，第 59 巻第 1号，2009 年，55-56 ペー
ジを参照されたい。

5） 本稿では，文脈上重要である場合を除いて，“Rail-
road”を“R.R.”，“Railway”を“Ry.”と略記する。



 42 （ 42） 経　済　学　研　究 61(1・2)

勅許を取得してAtchison, Topeka R.R. Co. を
設立した。州内の郡区（township）を結合する約
40 マイルの鉄道であったが，財務的困窮や南
北戦争の勃発による経済的動乱の結果，発起人
は鉄道建設を継続することが困難となり，1863
年に勅許を譲渡した。その後，New Mexico 州
の首都 Santa Fe まで伸張したのを契機に，会
社名をAtchison, Topeka and Santa Fe R.R. Co.
（以下，ATSFR.R.Co. と略称）とした6）。同社は，
アメリカでもっとも巨大で収益性のある鉄道会
社となった7）。
　しかし，19 世紀後半の周期的恐慌や資本間
競争の激化により，ATSFR.R.Co. は固定費の
圧迫8）に耐えられず 1893 年に倒産し9），破産管

6） Salmon Frederick Van Oss, American Railroads 
as Investments, New York: G.P. Putnam’s Sons, 
1893, reprinted by New York: Arno Press, 1977, 
p.558.

7） Keith L. Bryant, Jr. ed., Railroads in the Age of 
Regulation, 1900-1980, Encyclopedia of Ameri-
can Business History and Biography, New York: 
Facts on File, 1988, p.11.

8） ATSFR.R.Co. は，1884 年から 1888 年にかけて，
2,799 マイルから 7,010 マイルに拡張した。同期間
に株式は 60,670,000 ドルから 75,000,000 ドルに増
加したが，社債は 48,260,000 ドルから 163,690,000
ドルに増加した（Keith L. Bryant Jr., History 
of the Atchison, Topeka and Santa Fe Railway, 
New York: Macmillan, 1974, pp.148-149）。

9） 同社は，1889 年にも倒産を経験している（Stuart 
Daggett, Railroad Reorganization, Cambridge: 
Harvard University Press, 1908, reprinted by 
New York: Augustus M. Kerrey, 1967, p.192）。

財人（receiver）の主導で再建されることとなっ
た（図表 1）。1893 年恐慌では，76 社が破産管
財人の統制下におかれ，その中には Reading，
Erie, Northern Pacifi c，Union Pacifi c，そして
Atchison という巨大鉄道会社が含まれてい
た10）。ATSFR.R.Co. のレシーバーシップ制は，
同年 12 月 23 日から 1895 年 12 月 31 日まで実
施された。競売となった資産は，再建計画にも
とづいて組織された共同執行再編委員会（Joint 
Executive Reorganization Committee）を代表
する購入委員会（Purchasing Committee）によ
り，1895 年 12 月 10 日に購入されることとなっ
た11）。新会社は，社名をAtchison, Topeka and 
Santa Fe Railroad Co. から Atchison, Topeka 
and Santa Fe Railway Co.（以下，ATSF鉄道
会社と略称）へと変更し，1896 年 1 月 1 日から
営業を開始した12）。

財務体質の改善は，1889 年の倒産後も順調には
進まなかったといえる。

10） E. G. Campbell, The Reorganization of the Amer-
ican Railroad System, 1893-1900, New York: 
Columbia University Press, 1938, reprinted by 
New York: AMS, 1968, p.303. ATSFR.R.Co. に限
らず，鉄道会社は全体として流動資産をほとんど
もっておらず，財務流動性は常に逼迫していた（小
澤治郎，前掲書，27 ページ）。

11） Atchison, Topeka and Santa Fe Ry. Co., First 
Annual Report of Atchison, Topeka & Santa Fe 
Railway Company for Six Month Ending, June 
30, 1896, p.4.

12） 再編成過程に関しては，中村萬次『恐慌と会計－
鉄道会計史の視座－』晃洋書房，1997 年，143-148

図表１　ATSF鉄道の倒産・再建過程

（出所）筆者作成。

1

1895.12.10 1896.6.301895.12.31
1896.1.1

Atchison, Topeka and Santa Fe Railroad Co.
Atchison, Topeka and Santa Fe Railway Co.

1893.12.23
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　２．第 21期年次報告書 13）

　ATSFR.R.Co. の年次報告書は非常に詳細な
ものであり，第 21 期も全体は 127 ページとな
っている14）。貸借対照表（general account）は，
固定性配列法を採用し，20-23 ページに掲記さ
れている（図表2）。借方を財産（resources），貸
方を負債（liabilities）として分類し，20 ページ
に固定資産，21 ページに資本金と固定負債を
記載している。末尾では，借方 332,404,319.05
ドルと貸方342,056,537.57ドルの繰越額（amount 
carried forward）が算出されている。22，23 ペ
ージでは，当該金額を繰越額（amount brought 
forward）として受け入れ，流動資産・流動負債

ページを参照されたい。
13） 第 21 期年次報告書（1893 年 6 月 30 日）は，倒産
以前の最終報告書である。

14） 同社は，会計史の観点からすると数多くの論点が
あるといえるが，本稿では複会計・連結会計を中

を中心に記載している。
　固定資産・負債と流動資産・負債というグル
ーピングにはなっているが，貸借繰越金額が一
致していないことから，この貸借対照表は紙幅
の関係で単純に 4分割されたにすぎないといえ
る。複会計による資本勘定であれば，残高とし
て運転資本を算出し，これを一般貸借対照表に
振り替える必要があるが，ATSFR.R.Co. の貸
借対照表ではそれがなされていない15）。したが
って，複会計による資本勘定・一般貸借対照表
の形式を具備しているとはいい難い。
　損益計算書（general income account）は報告
式で作成され，末尾の 3,145,004.21 ドルが貸借

 心に検討していく。
15） 複会計では，資本勘定残高（運転資本）と収益勘定

残高（配当可能残高）は，ともに一般貸借対照表に
振り替えられる。

20 21ATCHISON, TOPEKA & SANTA FE
GENERAL ACCOUNT,

RESOURCES.
CAPITAL.

FRANCHISES AND PROPERTY,
　　　　：
　PERMANENT INVESTMENTS：
　　　　：
　OTHER INVESTMENTS：
　　　　：
　　Amount carried forward,

22 ATCHISON, TOPEKA & SANTA FE
GENERAL ACCOUNT,

DEFERRED.
：

CURRENT.
：

RAILROAD CO.－CONSOLIDATED SYSTEM.
JUNE 30, 1893.

LIABILITIES.
CAPITAL.

CAPITAL STOCK.
　　　　：
FUNDED DEBT：
　　　　：
　　　　：
　　　　：
　　Amount carried forward,

Amount brought forward,

$ 366,499,831.15

23RAILROAD CO.－CONSOLIDATED SYSTEM.
JUNE 30, 1893（Continued）.

CURRENT.
：

INCOME AND SURPLUS.
：

Amount brought forward,

$ 366,499,831.15

$ 332,404,319.05 $ 342,056,537.57

$ 342,056,537.57$ 332,404,319.05

図表２　貸借対照表

（出所） Atchison, Topeka and Santa Fe R.R. Co., Twnty-First Annual Report of the Board of Directors to the Stockholders of 
the Atchison, Topeka & Santa Fe Railroad Company, for the Fiscal Year Ended, June 30, 1893, pp.20-23.
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対照表（23 ページ）に振り替えられている（図表
3）。ATSFR.R.Co. では，通常の財務諸表形式

を採用していたといえる。

図表３　損益計算書

（出所）Ibid., p.33.
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　３．第１期年次報告書
　ATSFR.R.Co. は，1896 年 1 月 1 日に ATSF
鉄道会社として再建された。各年の 6月 30 日
を会計年度末とすることを定款で定めていたた
め，第 1期は 1896 年 1 月 1 日から 1896 年 6 月
30 日までの半年間となっている。年次報告書
は 48 ページで構成されており，倒産以前と比
較するとその分量はかなり減少している16）。最
初に取締役会，執行委員会，本社幹部の氏名が
記載されている。年次報告書の末尾（42-48 ペー
ジ）には，レシーバーシップ期間における財政
状態と経営成績の概要が説明されている。
　第 1 期年次報告書は，19 ページから各種
統計資料が始まり，貸借対照表は 22-23 ペー
ジに掲記されている。表題は一般貸借対照
表（general balance sheet）となっており，借
方を資産（assets），資本を含む貸方を負債
（liabilities）として分類している。勘定科目は，

16） とはいえ，当時のアメリカ鉄道会社は，他産業と
比較してもかなりの水準の年次報告書を公表して
おり，質・量ともに充実した内容となっている。

固定制配列法によっている。
　一瞥すると，倒産以前の貸借対照表（図表 2）
と同様に，紙幅の関係から複数ページに掲記
されているようにみえるが，仔細に検討する
と，倒産以前とは異なる会計思考のもとで作
成されている（図表 4）。貸方に資本金（capital 
stock）と長期負債（funded debt）を計上し，借
方に購入委員会からの株式・社債を含む鉄道，
フランチャイズおよびその他の資産（railroad, 
franchises and other property, …），特別信託
の優先株式（preferred stock in special trust），
半期の資本的支出（capital expenditure during 
half year）を計上している。貸方は長期資金の
調達源泉，借方はその運用形態を示しており，
内容的には資本勘定となっている。したがって
本稿では，general balance sheet という表題が
附されてはいるが，資本勘定と呼称する。年次
報告書 23 ページには，借方に流動資産，貸方

図表４　資本勘定

注）表題は一般貸借対照表となっているが，記載内容から本稿では資本勘定と呼称する。
（出所）Atchison, Topeka and Santa Fe Ry. Co., First Annual Report of Atchison, Topeka & Santa Fe Railway Company for 

Six Month Ending, June 30, 1896, p.22.
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に流動負債が計上され，内容的には一般貸借対
照表となっている（図表 5）17）。したがって本稿
では，特に表題を附されていないが，一般貸借
対照表と呼称する。
  紙幅の関係から貸借対照表を複数ページに掲
記する場合，勘定科目の性質等によって分割
することは充分に考えられることであり，事
実，倒産以前の貸借対照表はそのような形式
となっていた。しかしながら，第 1 期年次報
告書では，資本勘定で 3,731,021.90 ドルの残高
を算出し，一般貸借対照表に繰り越し（balance 
carried down）ていると同時に，一般貸借対
照表では，資本勘定

4 4 4 4

からの残高（balance from 
capital account）と記載しており，この点から
も図表 4を実質的に資本勘定と捉えていたと考
えられる。会計的には，残高を算出して振り替
えることにより，実質的に貸借対照表を分割し

17） 1868 年イギリス鉄道規制法で規定された一般貸
借対照表は，借方に流動負債，貸方に流動資産を
掲記するイギリス式となっている。

た財務表として，複会計の構造を具備している
といえる。先述のように，倒産以前の貸借対照
表は，紙幅の関係から複数ページに掲記されて
いたが，それは単なる分割であり繰越額は貸借
一致していなかった。また，第 1期年次報告書
では，期首・期末の数値を比較形式で表示して
いる点にも特徴がみられる。
　損益勘定は，中段の小計（13,590,234.85 ドル）
を境界として，2 区分となっている（図表 6）。
各々に名称は附されていないが，複会計との対
応でいえば，上段が収益勘定，下段が純収益勘
定となる18）。
　1868 年イギリス鉄道規制法で提示された収
益勘定では，貸方に旅客，小荷物，郵便物等の
営業収入を，借方に路線・工場・駅舎の修繕費，
機関車の動力費，客車・貨車の修繕費等の営業
費用を計上し，残高は純収益勘定に振り替えら

18） イギリス複会計では，各々は独立した財務表とな
っている。

図表５　一般貸借対照表

注）表題は附されていないが，記載内容から本稿では一般貸借対照表と呼称する。
（出所）Ibid., p.23.
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れた19）。純収益勘定では，貸方に前期繰越利益，
（収益勘定から振り替えられた）営業損益20），他
社株式からの配当収入，受取利息等を，借方に
支払利息，リース路線の賃借料等を計上し，配
当可能残高は一般貸借対照表に振り替えられ
た。複会計では，純収益勘定借方に計上された
借入金・社債の利子（利息）を資本費（資本コス
ト）と捉えており，配当金と同様の性格を有す
るものと考えられていた21）。株式・社債という
資金調達源泉にかかわらず，配当金と借入金・
社債の利息を資本コストとして純収益勘定に計
上している点は，当時のイギリス鉄道会社が企
業財務的・管理的発想を具備していたことを伺
わせる。
　他方，ATSF 鉄道会社の収益勘定では，貸

19） 1868 年イギリス鉄道規制法による報告書の詳細
に関しては，村田直樹『近代イギリス会計史研究
－運河・鉄道会計史－』晃洋書房，1995 年，第 5
章を参照されたい。

20） 損失が発生している場合は，純収益勘定借方に振
り替えることとなる。

21） 山浦久司「英国会計制度の検討」『会計』第 132 巻
第 5号，1987 年，31 ページ。

方に貨物（freight），旅客（passenger），郵便
物（mail），速達便（express）等の輸送事業に
よる営業収入が，借方に路線（road）と構築物
（structures）および設備（equipment）の維持
費，運送費（transportation and traffi  c），一般
費（general expenses），軌道（tracks）・ターミ
ナル，およびAtlantic and Pacifi c 鉄道会社の
賃借料（rentals），税金等の営業費用が計上さ
れている。純収益勘定では，貸方に収益勘定残
高，投資収益，受取利息等が，借方には社債利
息等が計上され，残高 141,720.18 ドルは，貸方
側に記入されている。この残高は，通常であれ
ば貸借対照表に振り替えられることとなるが，
振替先は一般貸借対照表

4 4 4 4 4 4 4

（by balance（surplus） 
carried to genaral balance sheet）となってい
る。同社が，図表 4・図表 5を一般貸借対照表
としている点からすれば，振り替え先の表記は，
当然のことといえる。
　イギリス鉄道規制法の収益勘定では，リース
路線の賃借料は純収益勘定に計上されていた。
これは，先述のように賃借料を配当金や借入金・
社債の利息と同列に捉えていたという意識の
現れである。それに対してATSF 鉄道会社で

図表６　損益勘定

（出所）Ibid., p.21.
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図表７　貸借対照表（資本勘定，一般貸借対照表）
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（出所）Atchison, Topeka and Santa Fe Ry. Co., Seventh Annual Report of the Atchison, Topeka & Santa Fe Rail-
way Company for the Fiscal Year Ending June 30, 1902, pp.26-27.
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は，賃借料を収益勘定に計上している。収益勘
定の機能は，資本勘定すなわち鉄道会社の中核

4 4

的存在
4 4 4

である固定資本の運用によって生じた営
業収入と営業支出（費用）を対照表示することに
ある22）。19世紀中葉以降のアメリカ鉄道会社は，
自社による鉄道建設とともに株式所有やリース
を利用して積極的に事業を拡大していった。特
にリースに関しては，きわめて長期の契約を締
結し23），企業集団の一部として位置づけていた。
同社は，企業集団を明確に意識していたために，
中核的存在である固定資本の運用成果を表示す
る収益勘定に賃借料を計上したと考えられるの
である。
　形式上の相違としては，再建前は損益計算書
を報告式で作成していたが，第 1期年次報告書
では，収益勘定・純収益勘定ともに勘定式とな
っている。またすべての収益・費用項目に，「～
から（by）の収入」「～へ（to）の支出」という語句
が附されているが，これは元々イギリス鉄道会
社の年次報告書にみられる形式であり，その影
響を看取することができる。

　４．第７期年次報告書
　H.R.Hatfi eld は，その著書Modern Accounting, 
1909. において，ATSF 鉄道会社の財務諸表形
式に関して以下のような見解を示している。

　「この形式〔複会計システム〕は，アメリカ
の実務において滅多に（rarely）利用される

22） 千葉準一，前掲書，143 ページ，山浦久司，前掲
論文，21 ページ。

23） たとえばNew York Central R.R. は，West Shore 
R.R. を 475 年の期間でリースしていた（William 
Zebina Ripley, Railroads: Finance & Organiza-
tion, London: Longmans, Green and Co., 1915, 
p.419）が，W.Z.Ripley はこれを通常の期間（com-
mon term）と述べている（Ibid., p.419）。また
Bethlehem Steel Corp. は，Cambria Iron Co. の
全資産を 999 年の期間でリースしていた（William 
Herbert Childs, Consolidated Financial State-
ments: Principles and Procedures, Ithaca, N.Y.: 
Cornell University Press, 1949, pp.252-253）。

ことはないが，……Atchison, Topeka and 
Santa Fe Railway の報告書では実際に採用
されていた24）（〔　〕は筆者挿入）。」

　「この貸借対照表は，〔イギリス〕議会会社
における通例の計算書のように，〔貸借対照
表の〕二つの部分に表題が附されていないが，
複会計の形式である25）（〔　〕は筆者挿入）。」

　検討対象は第 7 期年次報告書となっている
が26），前節で検討したように，ATSF鉄道会社
は再建第 1期から複会計を導入している。財務
諸表は，形式上，第 1期と比較して整備されて
いるが，この様式は第 2期から採用されている。
H.R.Hatfi eld が第 7 期年次報告書を俎上にあげ
た理由は不明であり，同社の財務諸表を複会計
と判断する根拠にも言及していない。貸借対照
表（general balance sheet）は，記載内容から小
計（444,984,840.00 ドル）の上段が資本勘定，下
段が一般貸借対照表となる（図表 7）。
　資本勘定は，5,073,804.67 ドルの貸方残高と
なっており，一般貸借対照表では，同金額を資
本勘定残高（balance from capital account）とし
て計上している。イギリス運河・鉄道会社にお
ける複会計の歴史的形成過程を勘案すると，一
般に資本勘定が先行して公表され，続いて一般
貸借対照表が公表された。両者は，結果として
完全分離による別個の財務表として成立したの
である。これに対してアメリカ鉄道会社は，シ
ステムとして一応の完成をみたイギリスの複会
計実務を導入している。ATSF 鉄道会社の資
本勘定と一般貸借対照表は，貸借対照表内部区

24） Henry Rand Hatfield, Modern Accounting, its 
Principles and some of its Problems, 1909, D. 
Appletion & Co., New York and London, p.49. 
松尾憲橘訳『ハットフィールド近代会計学－原理
とその問題－』雄松堂，1971 年，46 ページ。

25） Ibid p.67. 松尾憲橘訳，前掲書，65 ページ。
26） Ibid pp.61-62. 松尾憲橘訳，前掲書，56-57 ページ。
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分による複会計といいうるのである27）。複会計
のメルクマールは，資本勘定残高を算出したう
えで一般貸借対照表に振り替えることであり，
これによって実質的には貸借対照表完全分離の
複会計と同様の効果を期待できる。
　第 7期の資本勘定は貸方残高であるが，第 6
期は借方残高であり，資本勘定の繰越残高と一
般貸借対照表の資本勘定残高は，貸借逆記入と
なる。長期投資は長期資金で賄い，長期資金
の超過分を運転資本とするのが健全であるが，
ATSF 鉄道会社は，運転資本がマイナスとな
っている年度が多い（図表 8）。図表 7で繰越残
高・資本勘定残高の記入欄が貸借に設定されて
いるのは，この状況を反映しているのであろう。
期首・期末の数値の比較形式を含めて，運転資
本不足を明示するという点では有用である。

27） 貸借対照表の完全分離・内部区分に関しては，菊
池祥一郎「イギリス初期複会計制に関する一考察」

　損益勘定は，形式上の整備がなされている
が根本的な変化はない（図表 9）。第 7 期では
各々の財務表に名称が附され，上段の損益勘定
（income account）は，小計を境界として鉄道事

『経済集志』第 38 巻第 4 号，1969 年，277-280 ペ
ージを参照されたい。

図表８　運転資本の推移
年　度 運転資本（ドル）

1896年 （第1期）
1897年 （第2期）
1898年 （第3期）
1899年 （第4期）
1900年 （第5期）
1901年 （第6期）
1902年 （第7期）
1903年 （第8期）
1904年 （第9期）
1905年（第10期）

3,731,021.90（貸方残高）
2,096,044.77（貸方残高）
1,339,271.88（借方残高）
 837,125.84（貸方残高）
3,017,241.08（借方残高）
4,495,870.03（借方残高）
5,073,804.67（貸方残高）
3,308,727.77（借方残高）
6,800,797.72（借方残高）
7,277,861.95（借方残高）

（出所）Annual Report 各年号より筆者作成。

図表９　損益勘定

（出所）Atchison, Topeka and Santa Fe Ry. Co., op.cit., p.25.
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業からの損益とそれ以外の損益を区分表示して
いる。下段の財務表は，内容からすると利益処
分計算書（profi t and loss account）であり，配
当可能利益を算出するイギリス複会計の純収益
勘定とは異なっている28）。

Ⅲ　複会計と連結会計

　ATSF 鉄道会社は，再建後の第 1 期より資
本連結をともなった連結会計を実施したとされ
る29）。そうであれば，同社は複会計と連結会計
を同時に導入したこととなる。そこで倒産以前
（第 21 期）と再建後（第 1期）の年次報告書を比
較することで，同社の連結会計の状況を検討す
る。

　１．第 21期年次報告書
　ATSFR.R.Co. の貸借対照表（図表 2）借方に
は，永久投資（permanent investments）として
株式所有によるリース路線や子会社株式が計上
され（図表 10），貸方には親会社資本金のみが
計上されている。内容から判断するかぎり，基
本的には個別財務諸表形式で作成されていると
いえる。
　これに対して年次報告書の末尾には，企業
集団全体の Aaggregated System（9,344.57 マ
イル）を反映した要約一般損益計算書が添付

28） 新田忠誓「複会計制度と流動資産負債区分の意味
について」『三田商学研究』第29巻第5号，1986年，
136 ページ。なお，1868 年イギリス鉄道規制法で
は，収益勘定と純収益勘定の他に配当金処分案
（proposed appropriation of balance available for 
dividend）が要求されている。

29） 小栗崇資『アメリカ連結会計生成史論』日本経済評
論社，2002 年，15，66 ページ。

されている（図表 11）30）。この計算書は，管区
（division）別31）の情報を纏めたものである。各
鉄道会社の数値を単純に並置しているにすぎな
いため，連結上の会計処理はなされていない。
　また要約貸借対照表は，要約一般損益計算書
と同様に各鉄道会社の数値を単純に並置したも
のにすぎないため（図表 12），連結上の会計処
理はなされていない。

　２．第１期年次報告書
  ATSF 鉄道会社は，親会社を含む 5 社で
Atchison System を形成し，合計 6,435.29 マイ
ルの営業を行っている32）。資本勘定（図表 4）と
損益勘定（図表 6）の上部には，会社名とともに
SYSTEMの文字が，その下部には 5社を含む
との記述がみられ，財務諸表が何らかの方法で
結合されたものであることが判明する。
　年次報告書には，財務諸表以外に多くの統計
資料が添付されている。資本勘定に関連するも
のとしては，1896 年 6 月 30 日を期末とする半
期の資本的支出計算書がある。この計算書は，
資本勘定借方にある半期の資本的支出（capital 
expenditure during half year）を構成する各勘
定（「建設－拡張」，「建設－改良」，「設備」）の明

30） 1893 年の損益計算書（図表 3）では，表題の直下
で 3 社の営業（そのうち 1 社は営業の半分）を
含んでいないとし，それを含んだ損益計算書
（consolidated income account）は，35 ページを
参照するよう促している（35 ページでは，general 
income account という表題となっている）。当該
損益計算書は，会計処理が不明な点はあるもの
の，連結損益計算書の萌芽と位置づけられると考
える。ATSFR.R.Co. では，企業集団化を反映して，
既にある程度の連結思考を有していたのである。
とはいえ，同表に対応する貸借対照表は掲記され
ていないことから，連結会計の確立には至ってい
ない。親子会社のサービスの同質性を勘案すると，
損益を連結するという思考が先行する可能性は高
い（小栗崇資，前掲書，42-45 ページ）。　

31） この場合の管区とは，事業部ではなく，法的に独
立した鉄道会社である。

32） Atchison, Topeka and Santa Fe Ry. Co., op. cit., 
p.3.

図表 10　貸借対照表（一部）

（出所）Atchison, Topeka and Santa Fe R.R. Co., op. cit., 
p.20.
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細である。たとえば「建設－改良」計算書では，
支出項目に対する 5 社の内訳が示され，右端
でAtchison System 全体の金額を算出してい
る（図表13）33）。下段の最終的な合計金額である
325,761.69 ドルが資本勘定（図表 4）の金額と一

33） 半期の資本的支出計算書では，資本勘定の勘定
配列ではなく，金額の多額な「建設－改良」，「建
設－拡張」「設備」という順序で掲記されている
（Ibid., pp.26-27）。

致しているため，同社の資本勘定は，資産連結
がなされているといえる。また資本勘定の資本
金は，親会社単体の金額で子会社の資本金が計
上されていないことから，資本連結も行ってい
たと考えられる。
　損益勘定には，1896 年 6 月 30 日を期末とす
る半期の営業収入，営業費用および純利益計算
書が添付されている（図表 14）。この計算書で
は，収益に関しては損益勘定と同様の分類とな

図表 11　要約一般損益計算書

（出所）Ibid., p.108.
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図表 12　要約貸借対照表
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（出所）Ibid., pp.106-107.
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っているが，費用に関してはかなり詳細な情報
を提供している。各収益・費用は主要構成会社
5 社の内訳が示され，Total System としての
合計金額が損益勘定（図表 6）の数値と一致して
いることから，損益勘定は子会社の成果を連結
したものであるといえる34）。

34） その他，半期の貨物輸送要約表，半期の乗客輸送
要約表，1896 年 6 月 30 日を期末とする半期の貨
物輸送の（種類別）分類表，1896 年 6 月 30 日を期
末とする半期の蒸気機関車の各種統計・1896 年
上半期の車輌走行距離，蒸気機関車・車輌数等，
添付されている資料の多くが，主要構成会社 5社
の内訳を明示している（Ibid., pp.28-35）。連結損
益計算書に関しては，収益・費用の結合だけでは
なく内部取引・未実現利益の消去も検討する必要
がある。一般的には，鉄道会社は輸送サービスが
主たる業務であり基本的に親子会社間での商品売
買取引が生じることはないと考えられるため，親
子会社損益の単純合算が連結利益となる可能性が

　３．子会社管理と企業集団
　19 世紀中葉以降のアメリカ鉄道会社は，形
成した企業集団に関して多様な報告実務を採用
していた。ATSFR.R.Co. とその後のATSF 鉄
道会社における会計実務は，当時の企業集団の
観点を検討するうえで重要である。

高く，検討対象から除外する場合が多い（小栗崇
資，前掲書，42 ページ）。

　　　半期の貨物輸送要約表では，たとえば損益勘定
の貨物輸送収入 9,130,532.27 ドルは，3,483,268.6
マイルの輸送距離に対するものであるとしてい
る。さらに 1896 年 6 月 30 日を期末とする半期の
貨物輸送の（種類別）分類表をみると，トウモロコ
シ，小麦，穀物等，3,483,268.6 マイルの内訳が示
されているが，これには会社材料の輸送分が除外
されている（Ibid., p.31）。したがってATSF 鉄道
会社は，鉄道会社間での棚卸資産の移動に関して
はそもそも商品売買取引として認識していなかっ
たと考えられる。

図表 13　半期の資本的支出計算書

（出所）Atchison, Topeka and Santa Fe Ry. Co., First Annual Report of Atchison, Topeka & Santa Fe Railway Company for 
Six Month Ending, June 30, 1896, p.26.
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図表 14　半期の営業収入，営業費用および純利益計算書

（出所）Ibid., pp.24-25.
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　鉄道会社のサービスを向上させる戦略とし
て，路線を拡大していくことは重要な要素であ
り，その場合に鉄道会社自身で路線を新設する
よりも既存の鉄道会社を結合するほうが効率的
である。結合の方法は，合併，株式所有，リー
ス，あるいはこれらの組合せ等により多様であ
ったが35），アメリカ鉄道会社では比較的早い段
階から企業集団が形成されていった。第 21 期
年次報告書では，末尾に並列形式の財務諸表が
掲記されていた。これは連結財務諸表ではない
が，企業集団情報の萌芽を看取することができ
る。
　一方，第 21 期年次報告書では，15 社の個別
財務諸表も添付されている。企業集団の中心で
ある親会社には子会社の管理という重要な機能
が求められたが，個別財務諸表は，子会社管理
に利用するだけではなく , 企業集団の実態を表
すものとしても機能していたのである。

Ⅳ　結語

　以上，ATSF 鉄道会社（ATSFR.R.Co.）の複
会計および連結会計の実態について検討してき
た。
　倒産以前のATSFR.R.Co. では，複会計では
なく通常の形式による財務諸表が作成されてい
た。複会計は , 資本勘定残高を一般貸借対照表
に振り替えることをメルクマールとし , これは
通常の貸借対照表でいう借方総額・貸方総額を
算出しないことを意味する。この点を勘案する
と , 完全分離・内部区分の相違は , 単なる形式
上の問題となる。実際にATSF 鉄道会社の第
1期年次報告書（第 7期も同様）では , 借方総額・
貸方総額を算出しておらず , 資本勘定と一般貸
借対照表は独立した財務表となっており , 複会
計の形式を具備しているといいうるのである。
ただし，イギリス複会計は，資本勘定において
長期資金を長期資産に投下するという資本的収

35） 佐合紘一，前掲書，29 ページ。

支を重視するが，企業再編時に複会計を導入し
たATSF 鉄道会社では，その機能が変容せざ
るを得ない。とはいえ，固定費の圧迫や資金の
窮乏という情況を勘案すると，同社は運転資本
をかなり重視していたと考えられ，複会計を導
入する意義は充分にあった。再建後における比
較貸借対照表形式の採用も，資金管理に対する
姿勢の反映であると考えられる36）。
　連結会計は企業集団の会計的投影であるが，
子会社管理という観点からは，むしろ個別財務
諸表が有用となる。当時のアメリカ鉄道会社で
は，ATSFR.R.Co. にように企業集団の個別財
務諸表をそのまま公表する事例が散見される。
理論的には，構成会社個別財務諸表の単純な掲
載方式や，企業集団全体の動向を鳥瞰する個別
財務諸表の並列方式から，要約表としての連結
財務諸表方式に展開していったように考えられ
る37）。親会社の観点からすれば，まず管理上の
企業集団が形成され，その後に会計上の企業集
団が観念されたということになる38）。鉄道会社
の企業集団化は，多様な報告手段を醸成する素
地となっていったのである。

付記

　本稿は，科学研究費補助金（若手研究 B：課題番号

22730347）による研究成果の一部である。
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